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1　 はじめに

　教師は，子どもに学習内容を理解させる支援を

しなが ら，子どもが自ら主体的に学びを深めて い

くとい う理想の 姿を求めて い る。

　学習者の理解促進の ため の概念として 「発達の

最近接領域」があ り，そ の 具体的手だて として 「足

場かけ」 がある （Vygotsky　1978＞。

　本研究では，理科 の 実験場面 にお い て 机間指導
をして い る教師の 「足場かけ」 を，「気づき （推論

のための資源）」 「推論」 「対処」 に分けて捉え，そ

れぞれの特徴と関連を明 らか にする。（なお，外部

観察では把握 しに くい教師の 内面過程を再生刺激

法を用い て調べ る 。 ）

2　 方　法

（1）調査の対象

［対象】新潟県内公立小学校 5年生 1ク ラス

　　　理科を専門とする教職経験 15年男性教師
［期間】2005年 9 月 25 日〜10 月 6日

（2）実践の概要

　本実践の単元 は，
「おも りのふ れかた とし ょ う

とつ 」で ある。学習活動の
一一
部を表に示す。

　表 本実践 「お も りのふれ かた とし ょ う とつ 」 第 2次

第 2次 「振 り子 の 学 習」 （4時 間）

　 ・2秒振 り子をふ り時間を計測し誤差につ いて 考える。
　 ・2秒振 り子を も とに 「1秒振 り子」の 設計図を作 り，「1秒

　 振り子 」 を
一

人
一
実験で 作成 して い く。〈再生刺激〉

　・周 期 を変え る条件 につ い て グル
ー

プで ま とめ る。〈再生 刺激〉

　再生刺激は二 回行っ た。一
回 目は 3 時間目の個

人実験後，二 回 目は 4 時間目の グル
ープ実験後で

ある。分析は，再生刺激を行 っ た 2 時間の 授業を

対象 とした。

（3）再生刺激の方法

　ビデオを使っ た，授業 リフレクシ ョ ンは様々な

方法で行われて い る （吉崎 1995）。そ の中か ら，

再生刺激法を基本としたス トッ プモ
ー

シ ョ ン法を

併用する。

　授業後教師に授業 ビデオ を再生視聴させ ，何か

に気づき，推論 した場面 で ビデオ を
一時停止 して

も ら い ，そ の 場面で の 考え や 思 い を発話思考

（Think−Aloud） して もらう。

（4）分析の 方法

　再生刺激中の 教師の発話 と，授業中の 教師と子

どもの発話や対話を言語プロ トコ ル に起 こ し，「気

づき （推論のための資源）」 「推論」 「対処」 に分け

時系列で整理 した。そ して ， 教師の足場かけを教

師の授業中の視点や思考内容，活動内容に着目し，
そ の 特徴付けやカテゴ リ

ー
化を試みた 。

3　結果と考察

　教師は 「実験装置の状況や実験活動の様子」 だ

けで な く、「子どもの会話」から
一
番多 く気づ こ う

として い た。外部か ら見え る事象だけで 判断する

の で な く，見えな い内面を知る こ とで適切に学習

状況 を把握しようとした の で ある。

　事例は，個人実験後 に行 っ た再生刺激法で の発

話で ある。こ の事例の 中で ，教師が一
つ の対処に

対 して 3 回の推論を行 っ たこ とが分かる。一回 目

は 「前時か らの実験進度 （文脈）」 か ら 「頑張 っ

て活動してい る （子 どもの態度 ・心情）」，二 回目

は 「1秒前後の数の並び（ワ
ー

クシ
ー

トの デ
ー

タ）」

か ら 「正 しく実験 して い る （実験方法 ・技能）」，
三 回 目は 「コ メン トの 少な さ （ワ

ー
クシ

ー
トの コ

メン ト）」 から 「で も周期を変える条件につ い て

は っ きりと分か っ て い な い の かも しれな い （子ど

もの思考過程）」 と推論 した。そ して ，最終的に

結果か ら言え ることは何か という考察を促した 。

　 教師は，推論を繰 り返しなが ら 「子どもの思考

過程」 へ の対処を選択 したの で あ る。

事例　個人実験後の再生刺激報告 （7班女子 D につ いて）

T−1 この 子 は ワ
ー

ク シ
ー

トの 15か 16ペ ー
ジま で進 んで い るんで

　 すよね。…　 （一回 目の 推論）

T−2 それ がみん な大体 1秒前後の 数が並んで い るん で、こ の子，
　 も うち ょ っ とコ メン トを書かな いか な と思 い なが ら，ここに最

　 後 に コ メ ン トを書くんだよ っ て言 っ たんだけ ど。…　 （二 回 目
・

三 日目の推論）

4　 まとめ

　理科の実験場面における教師は，実験装置の状

況や実験活動の様子だけで子 どもの学習状況 を把

握 して いるの で はな い。「子 ども の会話」や 「ワ
ー

クシ
ー

ト」，「文脈」 な ど，気づき （推論の ため の

資源）を変えなが ら推論を重ね，瞬時によ り適切

な対処を選択 して い る こ とが明 らか にな っ た 。
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